
第 73回接続料の算定等に関する研究会の議論を踏まえた 

ＭＮＯ各社への追加質問及び回答 

 

＜回答＞ 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

問 ビル＆キープ方式は、接続料が同じで、接続点における双方向トラヒッ

クが均衡していれば、着信課金等のサービス呼を除いて、何も問題無い方

式です。そこで、携帯電話事業者において、サービス呼を除いた、いわゆ

る一般呼にあたる双方向トラヒック比（発呼量：着呼量）の大まかな値を

教えて頂きたい（自網内呼以外で、携帯-携帯、携帯-固定の呼について回

答いただきたい）。 

（酒井構成員） 

事業者名 発呼量：着呼量 

株式会社ＮＴＴドコモ  

 

ＫＤＤＩ株式会社  

 

 

 

 

ソフトバンク株式会社  

楽天モバイル株式会社 ※ 

赤枠内構成員限り 
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